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　後援会の皆様には大学の様々な分野におきまして御支援を賜り厚
く感謝申し上げます。後援会の活動も菊地会長様はじめ諸役員の
方々の献身的な努力により事業内容も固まり、昨年の夏にはス
チューデントハウスに冷房を入れていただき猛暑の中、学生さんた
ちが部活に励めたなど具体的な成果もあらわれております。学外の
検定に対する補助につきましても学生の関心が高く今後の成果が楽
しみです。本学の就職状況も例年より好転しており、これも後援会
の方々のご支援のおかげと感謝申し上げます。また「地域に開かれ
た大学」を実現するためには、今後、保護者の方々と学内の教職員
との交流、保護者の方々からの大学への要請が欠かせませんが、こ
の機関誌、企画されている講演会その他の広報活動がその役割を果
たしてゆくのではないかと期待されます。
　本学では人間学部の中に比較的専門性の高い四つの学科が設置さ
れていますが、卒業時に授与されるのは学士（人間科学）の学位です。
保護者の方々が学生時代を過ごされた時代と、高校生の二人に一人
が大学に進学する現在とでは「学士」の意味が変わってきています。
大学の使命を考えるとき学位が何を保証すべきなのか考え直す時期
に来ています。文部科学省でもその内容として「知識・理解」、「汎
用的能力」、「態度・志向性」、「総合的な学修経験と創造的思考力」
などを挙げています。本学人間学部および各学科ではディプロマポ

リシー（卒業認定・学位授与に関する方針）として卒業時の学生が
備えるべき条件を定めておりますので本学ホームページ（ホーム＞
学部・学科＞専門科目＞卒業認定・学位授与に関する方針）でご覧
いただけるとありがたく存じます。
　「学士」が具体的に備えるべき能力として最近よく挙げられるのが
「想定外の事態が起きた時に対応できる能力」です。もちろん危機に
対して「想定」をしっかりして想定外を作らないのが一番です。本
学でも創立以来の旧一号館が耐震性に問題ありと診断されて、建て
替えをおこないました。多額の費用が掛かりましたが震災で学内で
は一人のけが人も出さずに済みました。
　若い学生さん方は「想定外の出来事」に柔軟に対応してゆく能力
を持っていると思います。震災直後、帰宅困難で学生食堂に100人
余の人々が残ったとき、学生さ
んたちは食堂の食材を取り出
し「消費期限」の短い順番に並
べてその後一週間の献立をた
てました。私たち教員は若い人
の持っているこのような対応
力の可能性を信じてそれを伸
ばしていきたいと思います。

　仙台白百合女子大学後援会員の皆様におかれましては、日頃より
後援会活動へのご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとう
ございます。
　2011年10月に発足しました後援会の支援活動初年度を迎えるに
あたりまして、会の目的とする、大学と会員との連携を密に一致協
力した活動による、学生生活の向上ならびに大学の発展への寄与の
実現に向け、事業計画の立案を理事・役員・教職員一丸となり進め
てきました。大学側の要望である４事業に合せた計画案のまとめに
際しては、理事にて構成される作業部会を設け、各部会に設けた部
会長を中心として議論を重ね活動案を作るに至り、2012年６月16
日に開催されました、後援会第２回総会にて審議、全ての議案が可
決されました。

審議概要
●事業部会目的及び事業部会

部　会 事業目的 事業予算
１．奨学金部会 勉学奨励、奨学金支援 ７００万円
２．課外活動支援部会 クラブ活動活性化 １００万円
３．キャリア支援部会 学生キャリア支援 ８０万円
４．広報部会 後援会広報活動 ４０万円

●活動支援基金
　中期的な資金需要への対応として基金を創設� 会費10％目安積立金

　事業の実行においては、各部会長を中心に大学との連携を密に活
動を行い、２か月に一度の頻度で開催しました理事会にて、事業の
運営・遂行状況を確認し、その内容は、広報部会にて立ち上げました、
大学後援会ホームページで随時報告させていただきました。現在の
状況としましても、全ての部会活動において、計画された事業が順
調に実行に移されており、後援会活動による、学生生活の向上と大
学発展の成果へ結び付けています。
　後援会援助金の取扱いをまとめた「援助金事務取扱要領」、活動
内容を定期的に報告する仕組み「年度　期中・期末　報告」などを
新たに加え、運用面での充実も図ってきましたが、まだ１年目であ
る支援事業活動は模索状況であり、本学に適した、将来にわたり学
生・大学に大きく貢献できる、より良い後援会として、機能し運用
できるよう、会員の皆さま方からのご意見を広く取入れて、来年度
へと引き継いでいきたいと思います。
　今後も継続した後援会活動によって、更なる大学の発展、一人ひ
とりの命が輝く学生の育成への
貢献を行うためにも、在学生保
護者の皆さま方には、ますます
のご協力・ご支援をどうぞよろ
しくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、皆さま
のご健勝とご多幸を祈念し、ご
挨拶とさせていただきます。

　東日本大震災から二年がたちました。被災した我々はもちろ
ん、日本中の人々がこの国難に、何ができるか、何をしなけれ
ばならないのか、大いに悩み苦しみました。この震災の記憶を、
風化させては何にもなりません。宮城県沖地震が無くなったわ
けではありません。関東直下型・南海トラフ地震が騒がれてい
る今、東日本大震災を教訓に、我々ができる大規模災害への、
物心両面の備えについて考えてみましょう。
　まず、災害が起きる前に個人で準備出来る事は、①懐中電灯・
電池②ラジオ③携帯電話充電器④衣類(下着)・携帯雨衣(カッ
パ・ポンチョ)⑤軍手・タオル（手拭）⑥非常食(栄養補助食品、
チョコ等)・飲料水⑦警笛・日用品などを、両手が使えるように
リュックに入れて携行しましょう。　次に、地域・社会(大学)
で備蓄できる物は、①炊具・非常用飲食物(３日から７日間分)
②寝具類③電気(照明・通信用発電機)④テレビ・ラジオ⑤救急
用品⑥簡易トイレ⑦火災に備え消火用品⑧建物倒壊等に備え避
難・救出用品（斧・ハンマー・バール・スコップ・防水シート等）
等ですが、白百合女子大学の現状は、東日本大震災でそれまで
の備蓄のほとんどを使っており、逐次備蓄を進めている状況で
すので、個人で準備できる最低限のことは、確実に実施してお
きましょう。
　これからは、地震が起きてからの行動等について考えましょ
う。　最初に行うことは、自分の身を守ることです。屋内では、
①揺れが小さいうちにドア・窓を開け、四脚以上の机などの下
に脚を握って潜る。②座布団(クッション)・鞄等で頭部を保護

③窓・蛍光灯(落下物)・棚の近くは避ける④あわてて戸外に飛
び出さず揺れが収まってから頭上に注意しつつ外に出る。⑤実
験・実習室等では、特に薬品・火気に注意する。⑥火災が発生
したら、速やかな行動に心掛け、煙を吸わないようにハンカチ
等で口元を抑え低い姿勢で行動する。次に屋外では、①ブロック・
石塀、電柱、自動販売機等は、倒壊・転倒の危険性があるので
そばから離れる。②瓦・看板等の落下に対し頭上に注意する。
③耐震性の低い建物の倒壊、瓦礫・ガラスの散乱等周辺の状況
に注意する。最後に帰宅の判断については、①遠距離を無理に
帰宅しない②災害伝言ダイヤル等で、安否確認③各種警報・注
意報、帰宅経路等の情報を収集④むやみに移動し、２次災害を
引き起こすことのないようにする。⑤帰宅経路は、日頃から２・
３経路下見をしておく。以上東京消防庁防災マニュアルを基に
書いてきましたが、災害はいつ起こるかわかりません。明日か
もしれません。東日本大震災を経験した私達だからこそ、自分
の身は自分で守り、一人はみんなのために、みんなは一人のた
めに行動できるよう、日頃から心掛けていきましょう。

１．東日本大震災から早２年。震災体験の風化は本学も例外では
ない。このキャンパス内にも千年に一度の大震災などまるでな
かったかのような空気が流れ、具体の対策になかなか結びつかな
いのが現状である。しかも在学生の半分は当時の本学に籍のない
娘さん達。しかし、侮るなかれ。時折M4クラスの余震が起こり3.11
の記憶を呼び覚ましてくれる。東日本大震災で緩んだプレートが
再度大きく動かないという保証はどこにもない。少々の揺れでは
驚かないが、余震というか未到来の宮城県沖地震というかはとも
かく、あのような災害が再度発生した場合には何としても若い命
を守りたい、無傷で保護者の方々にお渡ししなければといつも念
じている。そのためにも、在庫ゼロに焦りを覚えつつ、早急に本
学備蓄を満たしていきたい。
　東日本大震災の経験を踏まえれば、冬の平日5時限目の発災に
用意すべき備蓄物資は学生・教職員350人に公助が届くまでの7
日間を学内避難所で生き抜く質と量が求められる。そのために
は先ず「自助」。学生・教職員が自己責任で用意してもらいたい。
次に「共助」。衣食住の共通の基本となるべきものは大学の責任
で備える。そして、最後に「公助」。この公助が被災地に行き渡
るためにどれだけの日数を要したかを思い起こしてほしい。

２．自助
（１）学生の自助 （２）教職員の自助 （３）共助

①LED懐中電灯 ①LED懐中電灯 ①食料

②携帯電話充電器 ②携帯電話充電器 ②保存水

③カロリーメイト ③カロリーメイト ③鍋・ヤカン

④飲料 ④飲料 ④ガスコンロセット

⑤運動靴 ⑤運動靴 ⑤寝袋・床用マット

⑥生理用品 ⑥軍手 ⑥非常用LED懐中電灯

⑦下着 ⑦寝袋・床用マット ⑦発電機

⑧軍手 ⑧ヘルメット ⑧ポリタンク

⑨タオル ⑨着替え ⑨ガソリン携行缶

⑩洗面用具・生理用品

「学士力」と「想定外」

後援会会長挨拶

大規模災害に備えて� 仙台白百合女子大学後援会　草野　克哉

来るべき余震に備える� 管理課　高梨　光太郎

仙台白百合女子大学 学長　石出　信正

仙台白百合女子大学後援会 会長　菊地　政彦

災害への取り組み
特 集
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奨学金部会 キャリア支援部会

課外活動部会 広報部会

事務局より 後援会よりスチューデントハウス利用について

　仙台白百合女子大学後援会「奨学金部会」は奨学金と勉学奨励の
分野に援助しています。

（奨学金）
後援会からの奨学金
援助金（300万円）は、
大学奨学金と一体で、
①東日本大震災被災
学生向の授業料減免
支援　②提携校留学
生向支援　③経済的
困難学生支援として
援助しています。①
の東日本大震災学生

向けの授業料減免支援については前期・後期延べ261名に援助しま
した。国の特別補助金や寄付金と合算して賄いました。②の提携校
留学生奨学金は、現在までの支援者は5名（米国4名、豪州1名）で
す。③の経済的困難学生支援については、例年学年末に向け発生す
る案件です。

（勉学奨励）
　予算策定時に援助案件を定め、学生の勉学を奨励する分野に計画
的に援助（400万円）しています。例えば社会福祉士精神保健福祉士、
管理栄養士の国家試験合格の為の対策講座受講料や模擬試験受験
料、またTOEIC受験料の一部などに援助しています。
　今後共奨学金部会では、在学生の経済的な側面から直接・間接に
支援を続けてまいりますので、引き続きご支援の程、よろしくお願
い致します。

　今年度上半期は、大学が進める就職活動に関わる各種支援講座の
実施と、受講費用の一部補助支援の活動を行いました。
　夏季休暇期間を活用して、「公務員試験対策講座」と「筆記試験
（SPI）対策講座」の２講座開催を企画した結果、115名が受講され
ました。特に、公務員試験対策講座に80名が受講し、公務員試験に
対する関心の高まりを感じましたが、厳しさを増していると云われ
る民間企業の就職事情の表れでしょうか。
　今後、キャリア支援部会は、大学のキャリア支援事業と連動して、
「キャリア支援講座」「OG懇談会」など就職活動に関わるあらゆる
事業を企画・実施し、学生皆様のバックアップ活動に取組んで参り
ます。就職・キャリア支援活動には、保護者皆様のご理解とご協力
を欠かすことができません。キャリア支援に関わる皆様方のご意見・
ご要望を今後の活動に反映させて参りますので、お寄せ下さいます
ようご協力お願い申し上げます。

　後援会設立後、課外活動部会では、クラブ・サークル活動の活性
化のために、何が必要か検討を進める中、学生及び大学側より「ス
チューデントハウス・ミーティングルーム」へのエアコン設置の要
望をいただきました。当ハウスでは軽音楽等のサークルが活動を
行っています。活動中近隣住民の方々への配慮から窓を閉めており、
特に夏には室内が40度以上になることもしばしばあるということで
した。そこで、さっそく部会で検討し、冷暖房設備設置における費
用を援助することにしました。また、同スペースに掛け時計を購入
し寄贈することも決定しました。急ぎ7月初めにはエアコン設置工
事も完了しました。その後時計も掛けられ、同ハウスでの活動環境
が改善され、学生のみなさんから喜ばれているということです。今
後も、学生のみなさんが心に残る課外活動が出来るような支援とな
るよう勤めていきたいと思います。

　昨年，機関紙編集部会として「Shirayuri」第１号を発刊することができました。
今年度は，第２号の発刊です。部会の名称も，広報部会と改めました。
　広報部会では「Shirayuri」の発刊に向けて，活動を進めてまいりました。部
会長を中心に，大学側からは広報室次長佐々木孝二様の大きなバックアップを
いただいて，第２号の内容について検討してきました。また，東日本大震災を
受けての危機管理エキスパートともいえる力強い新メンバーを迎え，第１号を
足がかりにしながら，さらによいものを・・・と何度か話し合いを進めてきま
した。そして，ようやく第２号を発刊することができました。
　「Shirayuri」の表紙のステンドグラスの写真を選定するときには，大学構内に
ある素晴らしいステンドグラスの存在をあらためて感じることもできました。
聖書の世界を少しでも感じることができ、心を揺さぶられるものがありました。
　後援会会員の皆様に，たくさん読んでいただける「Shirayuri」でありますよ
うに。

　事務局では、主に会計と理事会・総会等の開催に関わる業務を行っ
ております。今年度初めて皆様からの会費をお預かりし、日々緊張
感の中で携わらせていただいております。
　大学と会員の皆さまとのパイプ役として少しでもお役にたてれば
幸いです。
　会報の紙面を通して、学生の勉学や資格取得、課外活動、就職活
動など学生生活の多岐にわたる後援会の活動を保護者の皆さま、教
職員の皆さまにお知らせして参ります。
　保護者会員の皆さま、教職員の方々におかれましては、本学学生
の有意義な学生生活支援の為、今後とも変わらぬご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　大学からのお知らせにありますように、新年度から学科再編がス
タートします。このスタートを記念して行われる特別記念講演を後
援会が共催します。皆様のお越しをお待ちしております。

　書道部は週3回、スチューデントハウスで活動しています。作品
を仕上げる上で、無心で書に向き合うことができる環境づくりがと
ても大切です。また、以前までは気候によって、墨がすぐ乾燥して
しまったり紙に水分がふくみ書きにくくなってしまうことがありま
した。しかし、エアコン設置後は、どんな気候であってもそのつど
調節できるので、安定した墨と紙の状態を維持し、日々充実した練
習に励むことができてます。この最高の環境で練習を重ね、もっと
もっと技術向上していきたいと思います。
　後援会の皆様、本当にありがとうございました。
� （書道部部長　小柏いくみ）

後援会事業部会活動報告

後援会より寄贈 後援会より寄贈 書道部活動風景　スチューデントハウスにて

　後援会の理事を募集しています。
　後援会は、保護者と大学および大学教職員との連
携を密にし、学生生活の向上を図り、大学の発展に
寄与する目的で設立されましたが、理事はその会務
を執行するのが務めとなります。後援会の主な事業
内容は学生の学習・就職活動・課外活動の支援、教育・
研究活動の支援、奨学金支援です。2ヶ月に1回理事
会があります。
　ご協力いただける方は、後援会事務局までご連絡
をお願いいたします。
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Shirayuri
平成 25 年度公開講座の予定 大学からのお知らせ

〜新年度からの学科再編について〜

　仙台白百合女子大学は、社会のニーズそして、学生たちからのニー
ズに応えるため2013年度より学科再編を行い、これまでの総合福
祉学科、国際教養学科、人間発達学科はつぎのように変わります。
　まず、総合福祉学科は「心理福祉学科」となります。当学科は心
理学を中心に学びながら、認定心理士と介護福祉士、社会福祉士、
精神保健福祉士の３種類の国家試験受験資格のうち一つを取得でき
る心理コースと、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士の受験
資格のうち、２つの受験資格を取得できる福祉コースから構成され
ます。学生は両コースのいずれかを選択し資格取得を目指します。
この学科再編に至る背景には、東日本大震災以降、心理福祉領域の
人材養成が期待されていることが挙げられます。当学科は人間の心
の理解を深め、生活課題を解決するための専門的知識と技術を備え
た人材の育成を行っていきます。現代に生きる人々のストレスは増
大し、心理福祉職への期待は高まるばかりです。当学科では自信を
持って生き、一人の女性として自立し、社会に貢献できる人間とし
て成長できるようきめ細かい教育実践を行っていきます。
　つぎに、国際教養学科は「グローバル・スタディーズ学科」とな
ります。当学科では、国際社会を理解するのに必要なグローバルな
知識と教養をカリキュラムの柱に据えています。その中には外国語
の学びも含まれます。しかし同時に、カリキュラムのもう一本の柱
として、即戦力をもって社会で活躍できるための実務・実践的授業
群を置いています。フィールド�ワークを含めた体験型授業、ある
いは資格に直結する科目が充実しています。このように、当学科で

は「教養」と「実践」の両立を目指したカリキュラムを作りました。
そのことによって、グローバル社会で活躍できる人材を社会に送り
出すことを目的とした学科となります。
　そして、人間発達学科は学科名称の変更はありませんが、これま
で心理発達専攻と子ども発達専攻の二専攻から成っていましたが、
新年度からは子ども発達専攻だけとなります。子ども発達専攻では、
従来保育士と幼稚園教諭の資格を取得することができました。この
二つの資格に加えて、2013年度より新たに小学校教諭一種免許が取
得できるようになります。新入学生が二年生になる時、幼稚園と小
学校の教員免許取得を取得できるコース、または、幼稚園と保育士
の資格取得ができるコースのいずれかを選択し、希望する資格の取
得をめざすことになります。このように、当学科は、乳幼児期・児
童期の子どもを中心にその発達についての理解と支援する知識と能
力を身に付けた保育・教育者を養成することを目的とした学科にな
ります。
　なお、健康栄養学科管理栄養専攻は2010年度に定員を50名から
80名への定員増を行っています。これからも管理栄養士国家試験の
高い合格率を保てるよう努力してまいります。

　本学は、これからも少人数教育を実践し、新入生のみならず在学
生の皆さんが「一人ひとりの命が輝くために」そして、夢と希望が
叶うよう全力を尽くしていきたいと思います。なお、現在の在学生
の皆さんのカリキュラムは、卒業まで継続してまいります。

学生の今

　まだまだ暑さが厳しい９月16日、ついに私がずっと夢見ていたア
メリカでの長期留学がスタートしました。アメリカでの生活は私に
とって生まれて初めてという体験がたくさんあり、最初は戸惑うこ
とも多々ありました。伝えたくても伝わらない、知りたいのに聞き
取れない・理解できない英語での会話。しかしこのような場面に会
うことで、この地で英語をしっかり学ぼうと改めて思えました。
　私が通っている学校には中国人、韓国人、サウジアラビア人、ト
ルコ人と様々な国籍の生徒がいます。国籍は異なりますが、皆「英
語の上達を目指す」という共通の目標を持って学んでいます。分か
らない課題などはクラスメイトや友達と互いに教え合いながら、
日々目標に向かって頑張っています。
　残りの留学生活で自分に足りない部分を克服し、それを強みに変
えられるようにたくさんの事を学んでいきたいと思います。

　仙台は８年ぶりの大雪が降りました。30センチ積もった雪、私が
はじめてみたです。平成24年、日本に来て、もう３ヶ月経ちました。
仙台空港に降りた時の気持ち、今も忘れられません。まるで映画の
シーンのような美しい景色が目の前に広がっていました。出迎えに
来た先生も優しいし、住む家は広い一戸建、生活必要品はすべて用
意してくれました。初めての異国生活に心配してきた私を安心させ
ました。
　中国では女子大学はありません。すべての学校は男女ともに学び
ます。学生は全部女の子というのは私にとっては面白くて新しい体
験です。授業はすべて日本語で行われますが、最初は聞き取れるか
とうかずっと心配しました。でも意外にほとんどがわかります。学
園祭も満喫しました。
　言いたいがまだまだあります。しかし私の日本語が下手で、感動
な気持ちをちゃんど伝えることはできなかったです。日本に来てよ
かった、白百合に来てよかった、先生の皆さん、学生の皆さんに会
えて来てよかった。ありがとう

アメリカ留学 仙台に来て
国際教養学科２年
千田　愛奈（カリフォルニア大学リバーサイド校）

交換留学生

刘
リュウ

　璇
セン

（中国山西大学商務学院）

左 1 人目が愛奈さん

中国からの留学生（写真左から）
王婧渝（おう せいゆ、Wang Jing Yu）
山西大学商務学院より
李嘉（り か、Li Jia）
山西大学商務学院より
刘璇（りゅう せん、Liu Xuan）
山西大学商務学院より
廉涛（れん とう、Lian Tao）
山西大学より

初めて見る雪

取得資格一覧表（新一年生）
人間発達学科

心理福祉学科
健康栄養学科 グローバル・

スタディーズ学科子ども発達専攻 管理栄養専攻

教
員
免
許
状

幼稚園教諭一種  ●
小学校教諭一種  ●
中学校教諭一種  ●（英語）
高等学校教諭一種  ●（英語）
栄養教諭一種  ●

認定心理士  ●※1

保育士  ●
社会福祉士国家試験受験資格  ●※2

介護福祉士国家試験受験資格  ●※2

精神保健福祉士国家試験受験資格  ●※2

栄養士  ●
管理栄養士国家試験受験資格  ●
フードスペシャリスト受験資格  ●
上級ビジネス実務士  ●
上級情報処理士  ●  ●  ●  ●
情報処理士  ●  ●  ●  ●
旅行業務取扱管理者  ●※3

IT パスポート資格  ●※3

日本語教員（修了認定書）※4  ●  ●  ●  ●
児童英語教員（修了認定書）※4  ●

任
用
資
格

児童指導員  ●※5  ●※6

児童の遊びを指導する者  ●※5  ●※6

社会教育主事  ●
母子支援員  ●※5

児童生活支援員  ●※5

身体障害者福祉司  ●
知的障害者福祉司  ●
児童福祉司  ●
食品衛生管理者  ●
食品衛生監視員  ●
社会福祉主事  ●  ●  ●  ●

※１　�認定心理士の取得を希望する者は、社
会福祉士、介護福祉士精神保健福祉士
の国家試験受験資格のいずれか1つを
取得できます。

※２　�国家試験受験資格は4年間で2つまで
取得することが可能です。

※３　�資格取得援助のための科目を開講して
います。

※４　�取得する資格の組み合わせによって
は、4年間では同時に取得できないこ
ともあります。

※５　�人間発達学科子ども発達専攻の「児童
指導員（任用資格）」、「児童の遊びを
指導する者（任用資格）」は教職課程
または保育士養成課程を履修した方の
み取得可能です。「母子支援員（任用
資格）」、「児童生活支援員（任用資格）」
は保育士養成課程を履修した方のみ取
得可能です。

※６　�グローバル・スタディーズ学科の「児
童指導員（任用資格）」、「児童の遊び
を指導する者（任用資格）」は教職課
程を履修した方のみ取得可能です。

オンキャンパス

「高齢者施設と食事」
　講師：中熊　靖、高澤まき子、宮下ひろみ　４回シリーズ
「哲学入門」
　講師：岩田　靖夫　５回シリーズ

学都仙台サテライトキャンパス

前期
「作家の食卓」	 講師：大本　　泉	 ２回シリーズ
「英語発音講座」	 講師：遊佐　重樹	 ３回シリーズ
後期
「ラテン語講座」	 講師：宮崎　正美	 ３回シリーズ
「戦後のキリスト教学校」	 講師：大迫　章史	 ３回シリーズ

前期

後期

大学公開講座
「シリア情勢」　講師：国枝　昌樹（元シリア大使）

講座の申込方法
FAXまたはＥメールに講座、氏名、住所、電話番号を記入して
お申し込み下さい。
申込先：仙台白百合女子大学　大学広報室
TEL：022-374-4475　　FAX：022-374-5082
Ｅメール：koho@sendai-shirayuri.ac.jp
住所：981-3107　仙台市泉区本田町６－１
詳しくはリスブラン64号でお知らせ致します。

講座の申込方法
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編集後記

前　　期 後　　期

 4月 2日（火） 入学式
 4月 2日（火） 記念講演
 4月 8日（月） 前期授業開始
 6月 15日（土） 1･2年生保護者会
 7月 26日（金） 前期授業終了
 ９月 ７日（土） AO入試Ⅰ期

 9月 20日（金） 後期授業開始
 9月 28日（土） 就職に関する保護者懇談会
 10月 ５日（土） ＡＯ入試Ⅱ期
 10月 26･27日（土･日）　白百合祭
 11月 ９日（土） 姉妹校・指定校推薦入試
 11月 16日（土） 公募推薦入試
 12月 14日（土） ＡＯ入試Ⅲ期
 1月 24日（金） 後期授業終了
 ２月 ５日（水） 一般入試Ａ日程
 ３月 ３日（月） 一般入試Ｂ日程
 3月 18日（火） 学位記授与式

この印刷物は、地産地消・輸送マイレージに
配慮したライスインキを使用して印刷しています。F-B10064

この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

仙台白百合女子大学後援会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号
TEL：022-372-3254　FAX：022-375-4343
E-mail：kouenkai@sendai-shirayuri.ac.jp

後援会が発足し、広報誌も第2号を発行することができ、改め
て会員の皆様、大学、学生の皆様の協力に感謝いたします。
　第1号よりも内容、ページ数も多くなり充実した広報誌を皆様に
お届けすることができました。
　東日本大震災から2年がたちました。何事もなく、当たり前に過
ごすことができる日常に感謝する日々ですが〈災害は忘れたころに
やってくる〉その思いから、災害への心構えを掲載いたしました。
また、来年度より、大学も大きく変わります。変化を遂げる大学へ
の期待や選ばれる大学になることを祈念いたします。

　表紙のステンドグラス「白
百合」は、神のご意志をまっ
とうしたジャンヌ・ダルク
の清さをあらわしています。
放射状の線は、神様の恵み
をすべて吸収すると同時に、
すべての人に受けた恵みを
分かちあっていることをあ
らわしています。
　制作者は、三木節子さん
（女子パウロ会シスター）。
図書館棟（旧2号館）2Fに
あります。

仙台白百合女子大学後援会　理事名簿
氏　名 担当部会

会 長 菊 地 政 彦 全 部 会
副会長 神　崎　基久子 全 部 会
監 事 武 山 宏 司 奨学金部会長
理 事 飯 田 秀 美 奨 学 金
理 事 山 戸 早 苗 奨 学 金
理 事 幸 野 寛 伸 奨 学 金
理 事 石 垣 達 雄 キャリア部会長
理 事 早 坂 由 美 キャリア支援
理 事 深 瀬 米 子 キャリア支援
理 事 千 葉 隆 政 キャリア支援
監 事 鈴 木　　 茂 課外活動部会長
理 事 井　龍　ひろみ 課 外 活 動

氏　名 担当部会
理 事 黒 須 淳 子 課 外 活 動
副会長 松 浦 栄 子 広報部会長
理 事 清 水 恵 子 広 報
理 事 草 野 克 哉 広 報
理 事 渡 邉 博 子 同 窓 会 長
顧 問 石 出 信 正 学 長
理 事 槇　石　多希子 学 部 長
副会長 朝 倉 充 彦 人間発達学科長
理 事 白 川　　 充 学 生 部 長
理 事 佐 藤　　 憲 事 務 局 長
理 事 小 野 和 子 学 生 課 長
理 事 八 島 礼 子 庶 務 課 長

氏　名 担当部会
理 事 石 岡 宏 美 キャリア支援課長
理 事 佐々木　孝　二 大学広報室次長
事務局 吉 本 陽 子 非常勤職員


